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千茂17年 11月 1日 、高同市と福同町は合析 しました。新高国市では、「水・

み どり。人 兆 り坪 く軍劾のまち高園」を市の将来像に掲げて、 まちづ

くりを珪めています。そして、「輝か しい歴史・丈化奇症を生か した佃

性豊かなまち」の実鬼を基本目標のひとつにしています。

さて、童跡を保護することは、歴史や丈化奇症を保護することにあた

ります。そして、保護 した史化奇たが、今を生 きるネ逹の承 らしとどう

折 り合いをつけ、活用できるかという点について、関はが毎せ ら狼るよ

うになってきました。重跡の保護は、重跡の荻猿を件 う開/At行為 と非常

に近い関係にありますが、従来の対立型の構図から調不口型に変化 してい

ます。 こ独は、重跡の活用に汁する地域住えの思いが少なからず友映 し
ていることの表独だと思わ薇ます。

l日痛口町仝域を対象に開発 した詳約分布調査 も4年 目を4え ました。

今回の調査により、開/tt行為が集中するキ野部の調査を完了し、 こ独ま

で未雅記だった歴史の一端を明らかにする茂果を得 ることができました。

そして、 よリエ准な重跡位置が明 らかになってきたことで、44で 円滑
な開発の実施に結びついていくものと思わ狼ます。JL裁 と共にサむ埋蔵

丈化財行政を逍める上で、⌒後 もこの調査成果が活用さ独ることを願 い

ます。

最後に、調査の実荒にあたりをP協力いただいた関係者の皆様に深 く感

謝ヤし上げます。

子茂18年 3月

高国市教育委員会

数有長 米十1オ 牙ロ
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第 1章 はじめに
第 1節 位置と地形
高岡市福岡町は富山県の北西部に位置している。平成17年 11月

1日 、旧福岡町は、隣接する旧高岡市と合併 して新たに高岡市が

成立した。合併前の旧福岡町の人口は13,715人 (平成 17年 10月

末現在)を数え、合併後は182,961人 (平成17年 11月 末現在)と

なり、県内第二の都市となっている。

さて、富山県では、県の中央を南北に走る呉羽丘陵を境目と見立

てて、それぞれ「呉東」地区「呉西」地区と呼んでいる。高岡市

は呉西地区の中心となる都市で、その周囲には北から時計回りに

氷見市・射水市・砺波市・小矢部市が位置している。また、北西

部では県境をまたいで石川県の宝達志水町・津幡町と接 している。

行政区域は、東西約24.5km、 南北約 19.2km、 面積209.37ドで、

県全体の約 5%を 占めている。旧福岡町では 1/4が平野で残る 3/4が丘陵・山間地であったが、合

併によって高岡市域の平野部が加わったことから、その比率は措抗するものとなっている。

南東に広がる平野と北西に伸びる丘陵部は、境界付近を流れる小矢部川によって大きく三分される。

このうち、丘陵部分は西山丘陵と呼ばれ、石川県境を越え能登半島まで続く宝達山系に連なっている。

また、小矢部川から丘陵部に至る地区は、「チ|1西」と通称されており、今回の調査対象地である「赤九」

は、この川西地区に位置している。川西一帯は小矢部川の氾濫原となる場所であるが、丘陵に近い部

分では河岸段丘として標高が高い部分もあり、古くから集落が営まれていたことが指摘されている。

実際に、古代の北陸道に比定される山根道は、西山丘陵裾を通過していたものと推定されており、福

岡町赤九付近には川合 (川人)駅が置かれていたと考えられている。

第2節 調査に至る経緯
福岡町内における埋蔵文化財包蔵地の地図は、昭和47年 (1972)|こ 富山県教育委員会文化課によ

つて発行された F富山県遺跡地図』が底本となっている。平成 5年 (1993)には、富山県埋蔵文化

財センターが『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』を発行しており、以降はこの地図をベースに、新発見

遺跡や発掘調査成果などを反映させて遺跡の把握に努めてきた。この間の遺跡数の変遷をみると、昭

和47年で39箇所だつたものが平成 5年には87箇所に増加 してお り、平成 5年以降に新規追加された

遺跡を加えると、詳細分布調査着手以前には103箇所まで増加 している。過去の詳細分布調査では新

たに6箇所の遺跡を確認しているが、それ以外にも3箇所の新発見遺跡もあり、調査成果をまとめる

段階までに確認した遣跡は112箇所である。

現地踏査を伴う詳細分布調査の実施は、遺跡の位置や範囲を高い精度で把握する為に重要である。

また、開発事業に伴う遺跡照会の利便性を向上させる上でも、高精度の遺跡地図を整備することは不

可欠なものであり、旧福岡町を対象とする詳細分布調査を平成 14年度から5年計画で実施 している。
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第 1図 高岡市福岡町位置図
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第3節 2005年度調査地区の概要
I 地名各説
今年度の調査対象地は旧赤九村地域にあたり、現在の自治会名でいえば、向野・川原・古村・鞍馬

寺・舞谷・花尾の 6地区で構成されている。明治22年の町村制施行時には、赤丸村・向野新村 。舞

谷村・花尾村の全部と高田島村・三日市村の一部が合併して成立している。

赤丸村の名称については二説の起源があると伝えられている。 1つ は、養老 2年 (718)泰澄大師

が浅井神社の南側に草庵を建てて両部神道の霊場とし、浅井神社を地主の神として日の九を祀って大

般若経を唱える際に、神社のすべての器物に赤い日の九の印をつけたことから赤九と呼ぶようになっ

たという説。もう1つ は、仏に供える水「閃伽 (あか)」 にちなむもので、かつて庄川と小矢部川が

付近に流れ込んで水郷を作っていて、その水の流れが丸かったから「閑伽丸」=「赤丸」と称するよ

うになったとする説である。両者ともに宗荻に関連する名称であり、浅井神社の存在がこの地名に大

きな影響を及ぼしていることが想起される。

赤九地域は小矢部川の左岸、旧西砺波郡としては最北端に位置している。北を石堤地区、東を立野

地区、南を西五位地区、西を五位山地区と接しており、規模は東西 6km、 南北1.5訊m、 面積が8.568

m2を測る。このうち、東部の平野は 1/3を 占め、残りが丘陵部となる。

福岡町史によると、赤丸村に関係する伝承として以下の事柄が紹介されている。 (F福岡町史』福

岡町史編纂委員会 ,1969)

① 向野は、音、小矢部川がもつと西側を流れていた頃、川の向かい側に位置していた場所は野原
に過ぎなかつたが、そこを開拓して出来た集落であるということから向野と名付けられた。

② 向野新開というところは、大野次兵衛が開墾したところで、今は次兵衛開と呼んでいる。この
人物は慶長年間 (1596～ 1614)に伊勢の国からこの地に移り住んで首笠の製法を伝えた大野

源作の子孫である。

③ 川原は、昔、小矢部川が西を流れていた時、積であつたものらしく、水路中の適地を選んで開
墾したと考えられる。そこには、荒屋敷や中居という地名があつて、今も自川原という場所が

ある。

① 古村は、古くから開拓された村とも考えられる。音、浅井城が西側にあつた頃は、古赤丸とも
呼ばれていた。旧家として中山宗右衛門家がある。

⑤ 舞谷は、昔、浅井城が栄えていた頃、神事の舞台や舞楽のための邸宅などがたくさんあつたの
で「舞い谷」と呼ばれていたが、その後「舞谷」に変化したと伝えられている。

⑥ 戦馬寺 (あんばいじ)は、浅井神社の別当川人山鞍馬寺の所在地だつたのでこの名称がついた。
また、南北朝時代には、後醍醐天皇の皇子が浅井城に在城された時、京都を偲ばれて、ここを

鞍馬寺と名付けたとも言われている。

⑦ 谷内は、谷の内にある集落なのでこの名がついたとされている。
③ 花尾は、音、花園の古い畑跡があつたので、花王 (牡丹の花)と言つたが、その後八ナノオ村
になり、その後八ナオと言つて、花尾村と書くようになつた。花尾の先祖は、元は宮尾村にあ

つたが、その後花尾に移り住んだと伝えられている。
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Π これまでの遺跡調査成果
赤丸地区でこれまでに確認されている周知の埋蔵文化財包蔵地は、23遺跡を数える。このうち、

古墳群と横穴墓群で 8遺跡、散布地が 8遺跡を占め、 2遺跡が中世の城館遺跡である。これまでに本

格的な発掘調査が実施された遺跡はない。ただし、富山県指定史跡の「城ケ平横穴古墳」は、明治41

年 (1908)に 地元馬場村の石灰組合の人夫によって開口されている。この結果、多数の副葬品が掘

り出され、それが新聞で報道されたことから俄かに注目を集めるところとなり、大勢の見学者ととも

に、柴田常恵、長谷部言人、坪井正五郎、高橋健自といった学者が現地を訪れて調査を実施している。

城ケ平横穴墓群の発掘は、富山県の考古学史にとっても記念碑的な出来事であり、昭和40年 には

富山県指定の史跡となっている。西山丘陵には古墳とともに横穴墓も数多く築かれていることから、

平成17年 10月 に横穴墓をテーマに「ふくおかの飛鳥時代を考える一富山・能登の横穴墓からのアプ

ローチー」と題したフオーラムが福岡町教育委員会主催、富山考古学会共催で開催され、資料集も刊

行されている。 (『ふくおかの飛鳥時代を考える 資料集』福岡町教育委員会・富山考古学会編 ;2005)
これまでに52基確認されているこの横穴墓群からは、 6世紀末から8世紀初めの遺物が出土してい

るが、その主体となる年代は 7世紀代である。さらに遺物の中には、県内ではわずかに2例 しか出土

していない鉄製の銀象嵌頭椎柄頭もあって、古 くから研究対象となっている。頭椎柄頭を含む出土品

の一部は、現在も東京国立博物館に収蔵されている。なお、県内の横穴墓の分布状況をみると、呉羽

山丘陵地域 (7.6%)、 小矢部川左岸地域 (44.10/0)、 氷見地域 (48.3%)に大別されるが、城ケ平横

穴墓群は質・量ともに小矢部川左岸地域の代表格といえるものである。

小矢部川左岸地域については、西井龍儀氏、高岡徹氏によって精力的な現地踏査が成されており、

これまでに多 くの古墳群や城館遺跡が確認されている。 (『福岡町中世城館遺跡調査報告書哲福岡町

教育委員会 ;2003な ど)赤九地区についても、丘陵尾根上に古墳群が点在するとともに、山上に山

城が築かれており、これに伴う集落遺跡の存在が推測される。また、西山丘陵の麓を走る「山根道」

と呼ばれる旧道を古代北陸道に比定する考えがあり、駅家のひとつ「川人 (川合 )」 駅が赤九の浅井

神社周辺一帯にあったとされている。これは浅井神社が延喜式内社であり、宮司が代々「川人」姓を

名乗っていること。それに別当寺が川人山 鞍馬寺を号していること。さらに、小矢都市桜町と高岡

市麻生谷で古代北陸道と考えられる遺構が検出されていることから、その存在が想定されている。
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第2章 調査概要
第 1節 調査の経過
調査は、過去 3カ 年と同様に耕作期間を除く時期に現地踏査を実施した。調査体制は、調査員と調

査補助員の 2名で調査対象地全域の田畑を踏査し、その手法は下記で示す方法を原則としている。

遺物の集計 |よ、田畑区画の大小によらす、畦畔で区切られた田畑 ]枚を最小単位とする。

踏査の基本動線は、一区画の田畑の外縁部分を周回するものとする。但し、圃場整備等によっ

て通常区画数枚分に及ぶ大きさを持つ水田|よ、適宜縦断するラインを設ける。

遺物整理の単位は、田畑 ]区画とする。

これまでに分布調査を実施してしヽる箇所につしヽて |よ、過去のデータを採用することとする。

この調査方針は、詳細分布調査に着手した初年度から一貫して採用している。現地踏査者が 2名 と

少人数である点については、調査費を低く抑えるとともに、遺物採集の精度が個人の能力によって影

響を受けることを考慮し、採集誤差を排除することを目的としている。結果的に、広い面積を担当者

が受け持つことになるが、現地の地形を体感することは、「埋蔵文化財」という特質を考えると、調

査報告書の作成はもとより、遺跡の立地や範囲を検討する上で極めて重要であるととらえている。

田畑の外縁部を周回する踏査動線については、分布調査時に遺物が採集される区域が田畑外縁に集

まる傾向を考慮した。また、外縁には排水目的の溝を切つている水田が多く見られ、表土の状態にも

よるが排水溝には30cm以上の深度を持つものもある。このため、表土上に散布している遺物を採集

するよりも、溝内外の遺物を採集する方がより遺跡範囲を設定する精度が高まることを意識した。

遺物の整理については、旧石器・縄文・弥生 。古墳・古代・中世・近世以降の時期に分類して整理

を行い、各時期に帰属させた遺物の採集地点を1/5,000の 地図上に落として周知の埋蔵文化財包蔵地

として扱う遺跡の範囲を検討した。遺跡範囲の決定に際しては、中世以前の遺物採集地点を中心とし、

近世以降の遣物の散布状況を参考とした。こうした遺物散布の ドットのまとまり具合に加えて、旧地

形や小字の分布状況を検討することで最終的な遺跡範囲を絞り込んでいる。

現地踏査は実働にして 6日 を費やした。踏査によって遺物を採集した田畑は82枚である。内訳は

古代26点、中世16点、近世以降が145点で総数187点 となる。これまでと同様に素焼きの土器につい

ては、著しく摩減した小破片が多く時期の帰属が困難であり、周辺で採集した遺物の年代と飢締たさ

①

②

③

④

ない時期として扱っていることを断っておく。

グラフをみると、古代・中世・近世がみられるが、

総量はこれまでで最も少ない。

また、昨年調査した西五位地区では古代と中世が措

抗していたが、赤丸地区では古代の方が数量比として

は多い。このことは、古代北陸道や川人駅といつた古

代遺跡の存在が反映されているものと思われる。

数量

300

200

100

0

古代    中世   近世以降

第1表 時代別採集遺物一覧
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第2節 調査の成果

I 遺跡各説
1,花尾A遺跡 (遺跡番号422027):変更無し

福岡町花尾集落の西側はずれにあたる山中に広がる遣跡である。舌状にせり出した丘陵上に遺跡範

囲が括られている。遺跡の種別は散布地であるが、時代が不明となっており詳細は明らかではない。

立地状況をみると、集落方向に向かって下る緩斜面上にあることから、追跡が存在する可能性は捨て

きれないため、遺跡範囲は変更していない。

2.花尾 B遺跡 (遺跡番号422028):変更無し

花尾集落西端、県道小野 。上渡線に接する部分の山中に立地している。遺跡地図では遺跡の現況が

山林となっているが、遺跡範囲に接する形で菅田が存在しており、近世の遺物を採集している。花尾

A遺跡と同様に遺跡の種別が散布地、時代が不明であるため詳細は不明である。周辺まで開墾された

田畑が広がつていることから、今後、新たに遺物が採集される可能性もあり遺跡範囲は変更せずにそ

のままとした。

3.赤丸清水山古墳群 (遺跡番号422033)i範 囲変更

標高約170mの清水山山頂に並列して位置している。これまでに、直径 8～ 16mの 円墳が 5基確認

されており、このうち 5号墳については、観音堂の祠を建てる際に一部削平を受けている。標高から

いえば、周辺に点在する古墳群はもとより平野部を見渡せる立地状況にあり、相対的に被葬者の地位

は高いものである可能性がある。

遺跡範囲は、確認されている古墳の分布に合わせて、標高を基準線として括 り直した。

4.愛宕社閉 (遺跡番号422034):範 囲変更

清水山とは谷を挟んだ東側丘陵部、標高約120mの頂上部に位置している。遺跡の時代及び種別は

不明であるが、塚状の高まりがあって、かつて愛宕社が存在していた場所だとされている。

遺跡範囲は、内容に不明な点が多いため、頂上部周辺一帯の標高を基準として設定し直した。

5.鞍馬寺A遺跡 (遺跡番号422035):範 囲変更

新谷内川と清水山に伸びる丘陵とのわずかな境目に位置している。現地は丘陵裾から一段下がつた

場所の耕作地であるが、現況は耕作が放棄され章が生い茂つて荒廃している。また、湧水か溜まり水

か判然としないが水はけは悪く、表土は沼のような様相を呈している。

遺跡は、時代不明の散布地で登録されていたが今回の調査でも遺物が採集されなかったため、その

詳細は明らかではない。

遺跡範囲は、調査前に設定されていたものを耕作地の形状に合わせて括り直した。

6.鞍馬寺畑田遺跡 (遺跡番号422036):範囲 。名称変更

鞍馬寺A遺跡と同様に新谷内川と丘陵との間に位置している。調査前は、鞍馬寺B遺跡として時代
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不明の散布地として宅地部分を含む一帯に遺跡範囲が設定されていた。現地を歩くと、旧遺跡範囲の

北西に隣接する畑で、中世土師器と近世段階の土器片が計 2点採集された。表採地点は、鞍馬寺B遺

跡が所在する耕作地部分よりも一段高い場所にあったことから、遺跡が存在する可能性はこちらの方

が高いと判断し、表採地付近一帯に遺跡範囲を変更した。新たな遣跡の範囲は、北西―南東が約130

m、 北東―南西が約80mと なる。遣跡名については、字「畑田」を採用し、鞍馬寺畑田遺跡とした。

フ.赤丸浅井神社古墳群 (遺跡番号422037):範囲変更

清水山から浅井神社北側に伸びる丘陵尾根部分に位置している。尾根上の高まり部分で 2基の古墳

が確認されている。直径約 7mの 1号墳には盗掘坑がみられ、その隣に並ぶ 2号墳は直径 5m程の小

円墳である。また、この 2つ の古墳から南東に尾根を80m程下ったあたりに、約 6m四方の方形の

盛上がみられ、古い社の可能性が考えられている。

遺跡範囲についてはこれまで盛土まで含めて設定されていたことから、今回もそこまで含めて等高

線を基準に範囲の見直し行った。

8.赤丸西遺跡 (遺跡番号422038):範 囲変更

浅井神社の脇から清水山東側の谷間に向かって伸びる林道鞍馬寺線の脇に立地する。時代不明の散

布地であるが、耕作が放棄されて荒廃している現況のため新たな知見は得られていない。

遺跡範囲は調査前に設定されていたものを耕作地の形状に合わせて括 り直した。

9.浅井城跡 (遺跡番号422039):範 囲変更

浅井城は、清水山から南東に向かって張り出した尾根上に立地しており、すぐ北側には式内社の浅

井神社が位置している。郭が配置されているのは、標高約57mを測る丘陵先端のピーク部分にあたる。

縄張は、清水山からの尾根を堀切で切り、A・

Bの 2郭で構成される主要部分に切岸を施した

もので比較的単純な構造である。

城主については、勝興寺の坊官であった下間

氏の存在や、この地域に勢力を張った中山氏が

考えられている。下間氏については、一向宗と

の関わりから永禄年間末期における一向一揆と

増山城の神保長職間の戦いに使用されたことが

推測されている。また、中山氏については、同

氏と浅井神社との関わりや、縄張構造、それに

集落や街道との近接状況から、室町～戦国前期

(15世紀頃)に 日常的に居住する本城として

築いたものと考えられている。

遺跡範囲は、縄張図に基づいて変更したが、

その際には尾根上に展開する遺構の存在を押さ

えた上で等高線の形状を加味しながら変更した。第4図 浅井城縄張図 (高岡 徹 作図)
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10.古村遺跡 (遺跡番号422040):範囲変更

調査前までは、県道小矢部伏木港線が谷内川に交差する付近一

帯に位置しており、古墳時代の散布地として登録されていたが、

現地を踏査 したところ遺物の散布は認められなかった。ところが、

100m程西側の地点より古代 。中世・近世の遺物の散布が認めら

れたことから、名称はそのままで遺跡の位置を変更した。

新たな遺跡の範囲は、東―西約260m、 南―北約100mと なる。

遺物の表採地点は、五位庄用水の東側宅地部分と西側の耕作地部

分両方で古代と中世の遺物を拾うことができた。

採集した遺物は、古代の上師器と須恵器が 2点、中世では 1の

珠洲焼の悟鉢と2の珠洲焼の壷か甕の破片がそれぞれ 1点づつ採

集され、近世の越中瀬戸も1点採集した。
0          5         ]Ocm

第5図 遺物実測図 (1)(1/3)
11,舞谷ノリコン古墳群 (遺跡番号422041):範囲変更

標高175mの城ケ平山の東麓にあたり、舞谷集落のある谷の入り口に向かって伸びた北東端の尾根

上に立地している。昭和53年の踏査では、 5基の古墳群が存在するものと確認されていたが、福岡

町社会福祉センターこぶし荘が建設された際に、この古墳群で最も大きな規模 (直径18.5m、 高さ 2

m、 周溝有)を持つ 3号墳と4・ 5号墳の 3基が破壊されている。

平成17年 に改めて現地踏査を行った際には、この丘陵西端部で標高約52mの ところで長径約 8m、

高さ約1.5mの 1号墳が遺存 していることが確認された。 1号墳については、従来円墳とみられてい

たが、丘陵尾根を切断する区画溝が直線的であることから、方墳となる可能性も考えられている。ま

た、 1号墳の東側に位置する2号墳については、自然地形であるとする見方が強まる結果となった。

遺跡の範囲は、確認されている古墳の分布に合わせて、標高を基準線として括 り直した。

12.舞谷イケンダ古墳群 (遺跡番号422042):登録抹消

城ケ平山の東麓にあって、昭和53年の調査時には4基の古墳の存在が推定されていたが、平成17

年に改めて現地踏査おこなった結果、自然地形の高まりであるものと考えられる結果となったため、

遺跡登録を抹消することとした。

13.城ケ平横穴墓群 (遺跡番号422043)i範囲変更

城ヶ平山の頂上から東側に少し下つた標高150m～ 160m付近に立地しており、舞谷側で43基、馬

場側で 9基、合計52基の横穴墓が確認されている。この数は県内では氷見市の加納横穴墓群の88基

に次ぐ量を誇る。標高についていえば、県内の横穴墓群の中でも群を抜 く高所に位置しており注目す

べき点といえる。前述したように、この横穴墓は明治41年 (1908)イこ開口されており、副葬品はす

べて持ち出されている。この時出土した遺物の中には鉄製銀象嵌頭椎柄頭があり、現在も東京国立博

物館に保管されている。これらの点から、この横穴墓群は県内の横穴墓群の通例とは明らかに様相が

異なっており、被葬者像等についても古墳との関連性も含めて検討する必要がある。
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現地は、基盤層となる砂岩質の山肌が風化によって崩れている箇所も多くみられ、さらに山林の荒

廃も進行 しており、52基すべての横穴墓を特定することが困難になりつつある。このため、遺跡範

囲については、若千幅を持たせた形で括り直している。

14.赤丸城跡 (遺跡番号422044):範囲変更

赤九城は、標高約173mの城ケ平山の山上一帯に遺構が配置されている。麓の舞谷集落からの比高

差は約150mあ って、福岡町域の中では元取山砦に次 ぐ標高と比高を誇る。さらに、四方に伸びた尾

根上に堀切や平坦面が広 く配置されるなど、入念な縄張 りが施されており町域随―の規模と防御性を

有する城である。

縄張は、山頂部のA郭 を中心に各方向へ伸びる尾根を削ることで12の 郭を配しており、切岸 と堀

切によって厳重に守られている。また、越中では戦国時代後期に設けられ、使用例も10箇所程度に

限られる畝状空堀が存在しており注目される。A郭から一段下がるB郭には「殿様池」と呼ばれる素

堀の井戸が存在 しており、居住を考えた山城であることが指摘されている。この井戸の南側には、土

塁によって囲まれる 9m× 14m程度の方形区画があって、重要な施設が置かれた場所であるとされ

ている。畝状空堀の存在により、最終的に城が築かれた時期は戦国時代末期と想定される。

文献資料から城主は、小矢部川左岸の五位荘に勢力を有 していた国人領主の中山氏だと考えられて

おり、先に記 した浅井城の城主も務めていたとされている。このことについては、城の縄張や立地状

況から、15世紀代の室町～戦国時代前期には浅井城が本城として使用され、16世紀代の戦国後期に

なると赤九城に本城を移したものと考えられている。中山氏は、最終的には佐々成政に属していたも

のとみられている。天正13年 (1585)、 豊臣

秀吉の越中侵攻を受けて、成政が秀吉に降伏

した後は、赤九を去って越前等に移 り住んだ

とされている。

現在、教賀市立博物館には、越前に移 り住

んだ中山氏の末喬にあたる「中山正輛家文書」

が残されている。文書は、近世における越前

中山氏に関係するものが大部分を占めるが、

その中に天正年間の年号を有する米の借用状

や由緒書が含まれている。特に借用状は、貸

主が「中山治部佐衛門尉」、借人が五位庄と

その周辺の者であり、城主の勧農・経済活動

を実証する貴重な資料といえる。ちなみに、

借用状の下限は成政が秀吉に降伏する直前の

天正 13年 (1585)3月 14日 となっており、

中山氏と佐々の関係を如実に表している。

遺跡範囲は、縄張図に基づいて等高線の形

状を加味 しながら変更した。

第6図 赤丸城縄張図 (高岡 徹 作図)
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15.舞谷観音堂古墳群 (遺跡番号422045):範囲変更

城ケ平山東麓では、中央部の最も高い丘陵上に立地している。丘陵端部の平野を見下ろすことがで

きる場所に3基の円墳が確認されている。最も高い場所 (72.8m)に ある 1号墳は、直径約1lm、 高

さ約1.5mで、その北東に直径約 9m、 高さ 1～ 2mの 2号墳が隣接 している。ともに盗掘とみられ

る浅い窪みが墳頂部にある。さらに丘陵先端には、丘陵尾根を切断して造った直径約 9m、 高さ 1～

2mの 3号墳がある。

昭和53年の踏査時には、 1号墳の西側約150mの ところで 4、 5号墳が確認されていたが、平成17

年に改めて現地を確認したところ、自然地形によるものと考えられる結論に至った。このため、新た

な遺跡範囲は 1～ 3号墳が位置する丘陵上に絞り込んだ。

16.総持寺跡 (遺跡番号422046):範囲変更

総持寺は、現在高岡市関町に所在するが、元は別の場所にあったとされている。所在地については

2案が提示されており、 1つは国吉地区の石堤、もう1つは赤九地区の舞谷である。果たしてどちら

に総持寺の旧地があったかは、明確にされていないが、14世紀中頃には五位庄に総持寺があったこ

とが確認されている。舞谷地内において総持寺の旧地とされている場所は、舞谷観音堂古墳群南側の

谷間である。福岡町史では、周辺に五輪塔や古井戸が存在していることが記されており、参堂正面と

考えられる一帯は「総持寺下」という字で呼ばれていること。そして、檀家の数は赤丸村の方が多く、

先年までウラ盆には現在の総持寺から舞谷の旧寺地にある墓地へ墓参 りがされていたこと。江戸時代

末期の絵図には「そうじ寺下」という語句が舞谷地内に記載されていることなどを踏まえて、赤九村

に存在していた可能性が相対的に高いのではないかという結論に達している。

遺跡は、存在が推定されている谷間の南面する場所に設定しており、等高線を基準としてその範囲

を括 り直した。

17.城ケ平遺跡 (遺跡番号422048):範囲変更

城ケ平山東麓の丘陵上に立地 しており、総持寺跡がある谷間を挟んで舞谷観音堂古墳群と向かい合

う形になっている。遺跡の種別は、散布地とされているが時代が不明であり、その詳細は明らかでは

ない。立地上は古墳が存在 してもおかしくない場所であるが、これまでに確認はされていない。

遺跡の範囲は、等高線を基準 として丘陵のピークを中心に括 り直した。

18.馬場遺跡 (遺跡番号422049):範囲変更

遺跡は西五位地区の馬場地内と赤丸地区の赤九地内にまたがっている。昨年度は西五位地区が調査

対象地であったため、馬場地内の部分について遺跡範囲の変更を行っている。昨年度は古代の遺物を

採集しているが、今年度も古代の遺物 4点 (須恵器 3点、土師器 1点)と 中世の遺物を 1点 (珠洲焼 )

採集しており、古代が遺跡の主体時期と考えられる。

昨年度の調査区域も含めた新たな遺跡の範囲は、東―西約500m、 南―北約300mである。

19.赤丸古村遺跡 (遺跡番号422083):登録抹消

赤丸の川原地区の集落から旧高岡市域の石堤六日市地区にかけて広がる遺跡で、北陸新幹線の建設
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計画に関連する分布調査で新たに発見された遺跡である。踏査の結果、遺跡周辺はもとより、追跡内

においても採集される遺物は近世の後半以降のものばかりであつた。このため、赤九地内については

遺跡に該当しないものとされることから、遺跡範囲も石堤地内部分のみとするようにした。

20.舞谷親王塚 (遺跡番号422101):変更無し

宗良親王のものと伝承される舞谷親王塚は、城ケ平山東麓にあって城ケ平遺跡がある丘陵尾根の鞍

部に立地している。周辺よりlm程の高まりをもつ平坦面が塚とされ、中央には大杉が立っている。

福岡町史は親王塚について「七間四方、高さ六尺の封土上には数株の老杉が生い茂 り、 ・・・中央、

樹下に五輪塔が置かれ・・・」と記載されているが、現状では五輪塔は見当たらない。

21.赤丸麻畑島古墳群 (遺跡番号422103):範囲変更

清水山から南東に向かって張り出した尾根の途中にあり、下つたところには浅井城がある。平成 5

年の遺跡地図では、赤丸清水山古墳群の支群とされていたが、平成13年 に遺跡地図が見直された際に、

新たに赤九麻畑島古墳群として独立させた。

これまでに標高80mの地点で、直径 14m。 高さ1.5m、 直径10m。 高さ1.2mの 2基の円墳が確認

されている。遺跡範囲は、確認されている古墳の分布に合わせて標高を基準線として括り直した。

22.舞谷横穴墓群 (遺跡番号422106):範囲変更

この横穴墓群は、城ケ平山と清水山に挟まれた谷あいにある舞谷集落の最奥部の清水山南麓側、標

高34m～ 40mの ところに立地している。この横穴墓の存在は、地元では古 くから知られていたが、

近年まで遺跡地図に登録されていなかったものである。2004年 に西山丘陵整備に伴い西井龍儀氏ら

が現地を確認したことで、新たに追跡として周知されるところとなり、2005年には測量と実測図化

を行っている。

これまでに 1～ 8号墓の東支群と9号墓の西支群が確認されており、東支群は、標高差 5m程の範

囲内で 3段にわたって構築されている。これらは丘陵斜面のラインと直交せずに谷が開ける南側に向

かって開口しており、構築時の意図を読み取ることができる。すでに開口していることから、遺物は

確認することができなかったが、玄室の遺存状況は良好であり、近接する城ヶ平横穴墓群と比較検討

する際の資料となるものである。

三方を谷に囲まれた舞谷集落入り口の南側一帯にあたり、城ケ平山東麓の縁辺部に位置している。

この遺跡は、平成 16年に「こぶし荘」直下の斜面の地すべ り対策工事中に一括埋蔵銭が発見された

ことが端緒となっている。

銭貨は、発見時の状況から木箱等に納められていたものと思われ、真縄で結んで縛銭状になったも

のもある。総数で6,500枚余 りと思われる銭貨のうち、5,500枚についてクリーニングと分類を行っ

ている。 (第 2表参照)こ の結果、最新銭は、1,433年初鋳の宣徳通賓である。近年、氷見市の西朴

木フルヤチ遺跡の一括大量出土銭 (1,470枚 )の整理を行った宮田進―の成果によれば、15世紀第 2

四半期～16世紀の実年代が与えられるものである。当該期は、赤丸城が機能していた時期 と重なり、
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また出土地点を敷地とする家の初代が永禄 3年 (1560年 )と伝承されていること等から、城下の一

部であつた可能性が強い。現在、銭貨は高岡市福岡歴史民俗資料館に収蔵されている。

現地踏査によって採集した遺物は、古代遺物 7点 (須恵器 6点、土師器 1点 )、 中世遺物 2点 (珠

洲焼 1点、中世土師器 1点 )、 近世土師器 1点で、丘陵斜面の端部を削って造成した水田にまとまっ

て散布していた。遺物には中世のものも含まれていたことから、丘陵縁辺部に沿って設けられた耕作

地と宅地を対象に一括埋蔵銭出上場所も含めて舞谷前田島遺跡とした。この結果、新たな遺跡の範囲

は、南北約200m、 東西約400mで細長い形状を呈している。

/仁二‐‖~3 ＼

緯

出

口

耳
巖 確5

沖鷺″′′珍塚?を:を懲感憲甚|

0        5        1 0cm

鞘
〃
〃

第フ図 遺物実測図 (2)(1/3)

24.舞谷麻畑島遺跡 (遺跡番号422113):新 規

清水山の南麓の谷間にあって、舞谷集落背後に設定した新規の遺跡である。遺跡の現況は、標高30

m～ 40mの斜面で耕作されている畑地で、その範囲は南北約130m、 東西約160mと なる。採集した

遺物は、古代 9点、中世 2点、近世以降 2点の計13点 である。古代の遺物は、土師器 1点 と8の須

恵器杯身等が 8点、中世では10の珠洲焼等 2点、近世では越中瀬戸の皿と肥前磁器を採集した。

周囲は、舞谷横穴墓群、赤九麻畑島古墳群、浅井城跡、古村遺跡、舞谷前田島遺跡に取り囲まれ、

遺跡のすぐ南側には永賢寺がある。福岡町史によれば、この寺は浅井城主の弟、中山次郎兵衛が仏門

に入つて舞谷で寺庵を作ったことに始まり、永禄年間に守山へ移転し、その後高岡へ移って明治33年

に再び舞谷の現在地に戻ったとされている。開基の中山氏は、浅井城・赤九城を拠点として、中世後

半に五位荘に勢力を有した国人領主であり、中世の遺跡としても注目される。

「

i~~~~~~~~―

―――

FEEE:二

EEE「Ξ

,T,8 騨髪
0           5          1 0cm

第8図 遺物実測図 (3)(1/3)
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E小 結
今年度の調査では、新規遺跡 1箇所を発見した。また、古村遺跡と舞谷前田島遣跡については遺跡

の範囲や位置が大きく変更する結果となり、古墳群については確認されている墳丘位置に絞り込んだ

かたちに遺跡範囲を設定し直している。「川西」地区を含む平野部での分布調査はこれで終了するこ

とになり、残る調査対象地は山間部の「五位山地区」である。

調査前の赤九地区の遺跡分布は、丘陵尾根上に多くの古墳群が立地し、丘陵裾部に古代と中世の遺

跡が点在するという状況であった。ただし、赤丸古村遺跡及び古村遺跡については、丘陵から離れた

平野部に立地していたが、調査の結果、遺跡の存在を示す遺物は採集されなかった。このため、前者

のうち旧福岡町内部分については遺跡から除外し、後者については遺物が採集された丘陵裾に遺跡位

置を移動させている。

採集した遺物は近世以降のものを除くと、古代と中世に限定される結果となった。これは、調査地

内を古代北陸道が通過し、川人駅が比定される場所にあたることや、式内社の浅井神社が存在してい

る影響が看取される。また、五位庄地域を治めた中山氏の居城と考えられる赤丸城・浅井城が、丘陵

上に立地していることも遺物の採集内容に反映しているものと考えられる。特に、中世に関していえ

ば、舞谷集落が位置している赤九城と浅井城に挟まれた谷間は、遺跡が存在する可能性は十分に考え

られていたが、これまでに詳細な分布調査はなされておらず注意を要する場所のひとつであった。

この谷間に位置し、遺跡範囲を拡大した舞谷前田島遺跡からは平成16年 に6,500枚余 りの中世の一

括埋蔵銭が出土しており、赤丸城下と関係するものといえる。第 2表に銭種一覧表を掲載しているが、

銭種構成をみてもその内容は富山県内や全国の一括出土銭のそれと同様の結果となっている。埋蔵銭

は、これまでの研究成果から赤丸城や浅井城が機能していた15世紀第 2四半期～16世紀の年代観が

与えられ、しかも出土した敷地の家の初代は永禄 3年 (1560年 )ま で遡ることが伝承されており、

城下における埋蔵者の姿を類推できる可能性を持つ事例として興味深い。県内において1,000枚 を超

える一括埋蔵銭の確認例は16遺跡を数える。今回の資料は、工事中の不時発見であるが、発見から

時を経ずして実見し整理することができたため、散逸もほとんど無 く一括銭出土事例として良好な資

料となるものである。

過去 3カ 年にわたる調査成果をみると、採集遺物にはそれぞれの調査対象地における中核的な遺跡

の存在が数量比に反映されている傾向を読み取れることが明らかになってきている。この点で言えば、

今回調査を実施した赤九地区は、丘陵上の古墳は別として、古代を中心とする遺跡がメインとなる場

所であることが指摘できる。

今年度の調査成果について特記すべき事項は、舞谷集落内にある永賢寺背後で袋小路状に丘陵間に

広がる舞谷麻畑島遺跡を確認できたことといえる。現地は緩やかな緩斜面を持つ畑が広がつているが、

そのほぼ全域で古代を中心に中世と近世の遺物を採集している。立地からは寺院関係の遺跡が存在す

る可能性も考えられる場所にあたるため、今後の課題としておきたい。
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第2表 舞谷前田島遺跡―括埋蔵銭 銭種一覧表 ※これ以外に絹状のものが],000枚程度有
Ncl 暖 賞 名 時 代 初鋳 年 枝  蜘 g/D 9/p

全  国 9/o

1 闇 平 桶 曽 唐 6ね立 627%

647%

6位 6090/O

650%

1320/9

1420/9

1830/9

2649/O

29/O

4350/O

1420/9

0490/9

1590/9

1230/9

1840/O

8359/O

1080/O

802%
3489/9

1340/O

3230/9

3070/9

5位 7260/9

2 開元通費 (紀地銭 ) 層 1

ヨ〒重書 層

唐  銭   1    /」  ヽ1計      1           356 3099

19位

16位

14位

11位

剛
弛
　
恥
馳

酌
軸
馳
　
範
眈
賊
眈
　
馳
敗
　
唖

267867

19位

16位

13位

12位

18位

14位

7位

1位

醜
恥
　
範
恥
範
蛇
　
馳
配
　
嘘

759%

1460/D

155%
2030/9

2260/9

1 529る

1 999/D

4459/O

]219/9

1 849/9

1 530/9

8540/O

0750/9

7909/O

370D/O

]349/9

3429/O

3520/O

4 光乗元奮 前 蜀

17位

16位

15位

]]位

17位

]3位

7位

]位

剛
蜘
　
範
馳
馳
唯
　
醜
眈
帥
醜

14]%
1659/O

1920/O

2300/O

]419/9

2169/9

4789/O

2019/9

2200/O

2140/O

9499/O

1 78D/O

8419/O

3720/O

1200/9

3810/O

]169/9

3169/O

前蜀銭    小 計 ||― ■ | || ―1  1
5 廣政通費 後蜀 1

後衝銭 |   ―小 計
6 周通元費 後周 1

後周銭    小 計 1

フ 唐 国涌 冒 南 唐

商唐銭    小 計
8 央涌 〒 曽 北宋

9 ★平桶冒 」Lラ爬

0 淳化元貿 北宍

1 苓 道〒 奮 北宋

2 咸平 〒 薔 」佐ラ罵

3 景徳元費 Jヒ9尺

4 祥符元賢 北宋 ]27
5 を符穏警 」ヒ央

6 千 繕 桶 冒 J比宍

7 天聖元賓 北宋

8 田 清 〒 書 」ヒ央

9 景祐元奮 JL宍

皇宋通費 封ヒ釆 038
至 和 〒 警 北宋 48
至 剤 桶 冒 J比宍

嘉祐元賓 〕し宋

嘉祐 涌 書 北宋

治 平 〒 雷 JヒラR

治平通費 JとラR
卿寧 〒 書 北宋 068 522
〒讐福警 」ヒ栗 078 648
〒祐 涌 冒 Jヒズ

紹聖元費 北宋

紹 聖元 冒 (析二 銭 ) 」ヒ宍 4

〒符→誦警 JL栗

聖宋元賢 北宋 0

大を見涌 冒 北宋

政和通奮 ゴ佐ラR

宣和通費 北 宋 17

北宋銭 Bヽ 計 80940/O

145D/O

35599 463% 2716609 76980/9
37      建 光通 冒 南 宍 1

建炎通費 (折二銭) 南 釆 1

淳 卿〒 薔 南宋

紹 lEB〒 警 南 宍 6

磨〒 潤 冒 百 栗

嘉泰通費 南宋 3

開繕涌 冒 南宋 205 4

嘉定通費 百 栗

紹定通賢 南宋 6

端 平 元 冒 南宋 ]

7 嘉熙通奮 南 宍 237 ]

淳祐元賓 高 宋 2

皇宋元費 南宋 253 4

景足 元 冒 南 宍 5

咸淳元費 雨 宋 265 4

南宋銭    小 計 2430/O 1939/O
下隆 〒 警 金 9

大定通貿 金 3

金銭        小 計 1 0219/9 0180/9 0170/O

大中通賓 明 ]

範
　一閉一　�

9630/O

0389/9

3位 8700/9
恥
軸

2480/9

5980/9

5 洪 武通 雪 明

永楽通費 明

宮徳 涌 雫 明

明 銭    小 計          .57] 4746 9959/9 306272 868%
判読不能

1∩∩O/rl 47∩ 9R帝は rl 言十                                  二Б∩a 1009/O Rttρ q∩ρ∩ 1009/O

※富山県分は富田2000を修正、全国は鈴木1999よ り
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第3表 調査遺跡一覧

遺跡番号 名 称 所 在 地 種 別 時  代 現  況 備 考

] 422027 花尾A遺跡 福岡町花尾 散布地 不明 山林 変更無し

2 422028 花尾 B遺跡 福岡町花尾 散布地 不明 山林 変更無し

3 422033 赤丸清水山古墳群 福岡町舞谷・赤丸 古墳 墓? 古墳 中世? 山林 範囲変更

4 422034 愛宕社跡 福岡町舞谷 不明 不明 山林 範囲変更

5 422035 鞍馬寺A遺跡 福岡町鞍馬寺 散布地 不明 山林 範囲変更

6 鞍馬寺畑田遺跡 鞍馬寺畑田遺跡 散布地 中世 近世 耕作地
範囲 名称

変更

ア 422037 赤丸浅井神社古墳群 福岡町赤丸 古墳 古 墳 山林 範囲変更

8 422038 赤丸西遺跡 福岡町赤丸 散布地 不明 山林 範囲変更

9 422039 浅井城跡 福岡町赤丸字土屋 城館 中世 山林 範囲変更

422040 古村遺跡 福岡町赤丸 散布地 古墳 古代 中世 集落・耕作地 範囲変更

422041 舞谷ノリコシ古墳群 福岡町舞谷 古墳 古墳 山林 範囲変更

422042 舞谷イケンダ古墳群 福岡町舞谷 古墳 古墳 山林 登録抹消

422043 城ヶ平横穴墓群 福岡町舞谷字城ヶ平 横穴 古墳 山林 範囲変更

赤丸城跡 福岡W」舞谷 馬場 城館 中世 山林 範囲変更

422045 舞谷観音堂古墳群 福岡町舞谷 古墳 古墳 山林 範囲変更

422046 総持寺跡 福岡町舞谷 寺院 中世 山林 範囲変更

422048 城ヶ平遺跡 福岡町舞谷 散布地 不明 山林 範囲変更

422049 馬場遺跡 福岡町馬場 散布地 古代 中世 近世 耕作地 範囲変更

422083 赤丸古村遺跡 福岡町赤丸・高岡市 散布地 縄文?古代 中世 集落・耕作地 登録抹消

422101 舞谷親王塚 福岡町舞谷 塚 中世 山林 変更無し

422103 赤丸麻畑島古墳群 福岡町赤丸 古墳 古墳 山林 範囲変更

422106 舞谷横穴墓群 福岡町舞谷 横 穴 古墳 山林 範囲変更

422107 舞谷前田島遺跡 福岡町舞谷 散布地 古代 中世・近世 集落 耕作地 範囲変更

422113 舞谷麻畑島遺跡 福岡町舞谷 散布地 古代 中世 近世 耕作地 新規
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写真図版 ]航 空写真 (1)※ 1947年撮影 (旧福岡町域)
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写真図版2 ※1947年撮影 (旧福岡町―旧高岡市)航空写真 (2)



写真図版3 遺跡写真 (1)上段 i花尾 B遺跡 (東から) 下段 :鞍馬寺畑田遺跡 (南東から)
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写真図版4 遺跡写真 (2)上段 :浅井城跡 (東から) 下段 :古村遺跡 (南東から)



写真図版5 遺跡写真 (3)上段 :械ケ平山 【赤丸城跡 城ヶ平横穴墓群〕 (東から) 下段 :馬場遺跡 (東から)
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写真図版6 遺跡写真 (4)上段 :舞谷前田島遺跡 (北東から) 下段 :舞谷麻畑島遺跡 (東から)
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写真図版フ 遺物写真(1)上段 :舞谷前田島遺跡 ―括埋蔵銭 〔銭種〕※縮尺約1/2 下段 :同 【絹銭状況】
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